
平成30年度

取組内容

１
防犯ボランティア活動の活

性化のための支援

安全安心なまちづくりに関す
る情報提供及び助言

・防犯情報として各種防犯情報の配信を行い、防犯情報登録者数は、約21,100件となりました。（平成31年4月末現在）　【県警：生活安全企画課】
・防犯ボランティア団体に、防犯用品（ベスト、腕章等）の提供及び防犯ボランティア保険の加入の支援を実施しました。　【県警：生活安全企画課】

・防犯ボランティア支援センターとの共催により、防犯ボランティアスキルアップ研修会を開催しました。　【県警：生活安全企画課】【県：くらしの安全安心課】

安全安心なまちづくりに関す
る広報・啓発活動の実施

・県警のＬＩＮＥ＠やツイッターによる情報配信を随時行いました。　【県警：生活安全企画課】
・消費者トラブル（架空請求詐欺等）の未然防止のために、学校等に対し「緊急トラブル情報」として、チラシ等を配布し、普及啓発に努めました。　【県：くらしの安全
安心課】
・消費者トラブル未然防止キャンペーンとして、吉本住みます芸人とコラボし、大型商業施設でチラシ及びグッズの配布を行いました。　【県・くらしの安全安心課】
・ホームページに防犯対策・ニセ電話詐欺等の記事を随時掲載しました。　【県警：生活安全企画課】【県：くらしの安全安心課】
・新聞、ラジオ、ケーブルテレビ等を活用した防犯情報の提供を行いました。　【県警：生活安全企画課】【県：くらしの安全安心課】
・第２次あんしん計画のリーフレットを作成し、大型商業施設において防犯グッズとともに配布し、広報しました。【県：くらしの安全安心課】

「安全・安心の日」及び「安全
安心なまちづくり旬間」の設置

・施錠促進やニセ電話詐欺被害防止等の広報啓発活動を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・防犯協会・暴力追放運動推進センターとの共催により、「地域安全・暴力追放県民大会」を開催しました。　【県警：生活安全企画課】
・あんしん条例のチラシを、イベント等で配布し、広報を行いました。　【県：くらしの安全安心課】
・県内のコンビニエンスストアの経営者等を対象に「防犯責任者養成研修会」を開催しました。　【県警：生活安全企画課】【県：くらしの安全安心課】

～高齢者等が被害に遭いやすい犯罪に関する情報提供及び支援～
・県老人クラブ連合会、地域婦人連絡協議会等と連携した防犯講話等を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・公民館・学校等において出前講座（若者や高齢者を狙った悪質商法の手口と対処法等）を実施しました。　【県：くらしの安全安心課】
・ストップ！消費者トラブル「悪質電話をシャットアウト」事業を実施し、消費者トラブル対策として、「警告メッセージ発信機能付き通話録音装置」の設置を推進しまし
た。　【県警：生活安全企画課】【県：くらしの安全安心課】
・中堅民生委員研修会で、高齢者が被害に遭いやすい犯罪等について講義を行いました。　【県：福祉課】
・老人クラブの行う地域高齢者の見守り活動等を支援しました。　【県：長寿社会課】
・高齢者福祉関係施設・事業所の防犯対策に係る国の補助事業の周知、要望のとりまとめ等を行い支援しました。　【県：長寿社会課】

～地域包括支援センターの活動支援～
・「犯罪被害者等支援のための実務ハンドブック」に各市町の支援センターの連絡先等について掲載し、配布しました。　【県・くらしの安全安心課】
・高齢者の入居する施設における虐待と疑われる事案等について、地域包括支援センターと連携して対応しました。　【県・長寿社会課】

～DV被害防止対策及び被害者保護の充実～
・被害者及び関係者からの通報、相談等への対応（事件検挙・警告・一時避難等の措置）を行いました。　【県警：人身安全・少年課】
・DV関係機関相談員向け研修会で講演を行いました。　【県警：人身安全・少年課】
・県や市町の担当者、関係機関との情報共有を行いました。【県警：人身安全・少年課】
・ＤＶ防止、被害者支援等の啓発のために、民間団体と共にアバンセ等でパネル展を実施しました。　【県：男女参画・女性の活躍推進課】
・女性に対する暴力の根絶へ向けて、県民を対象とした講演会を開催しました。　【県：男女参画・女性の活躍推進課】
・暴力の予防に向けた啓発事業として、若年層（小学生～大学生）を対象に講演を実施しました。　【県：男女参画・女性の活躍推進課】
・アバンセにおいて、女性総合相談や男性総合相談を実施し、市町への巡回相談を行いました。　【県：男女参画・女性の活躍推進課】
・県ＤＶ総合対策会議、ＤＶ被害者支援市町連携会議を開催しました。【県：男女参画・女性の活躍推進課】
・ＤＶ被害者に接する関係機関の職員を対象として、ＤＶ関係機関実務者等研修を実施しました。【県：男女参画・女性の活躍推進課】

～障害者相談窓口の充実～
・『犯罪被害者等支援のための実務ハンドブック』に、障害者総合支援法等に基づく各市町の相談窓口について掲載し、また障害者虐待への対応についても示し、
関係機関等に配布しました。【県：くらしの安全安心課】
・障害者総合相談窓口や障害福祉サービス事業者、市町などの関係機関・団体が地域ごとに集まり、地域の現状や課題について話し合う「自立支援協議会」に参加
し、情報共有、意見交換を行いました。【県：障害福祉課】

～児童等虐待防止活動・保護対策の推進～
・佐賀県健康福祉部男女参画・こども局長と協定に基づき、児童相談所と情報共有を図り、連携を強化しました。　【県警：人身安全・少年課】
・児童相談所等との連絡会議を開催しました。　【県警：人身安全・少年課】
・児童虐待防止に向けた乳児家庭全戸訪問事業等を実施する市町に対し、国の子ども・子育て支援事業を活用し補助を行いました。　【県：こども家庭課】
・「児童虐待防止推進月間」において、集中的な広報啓発活動を行いました。　【県警：人身安全・少年課】【県：こども家庭課】

３
広報及び啓発

平成30年度佐賀県防犯あんしん計画取組一覧

項目

２
佐賀県防犯ボランティア支援センターの指定等
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の他必要な支援の実施
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平成30年度

取組内容
項目

～安全管理のためのマニュアル策定への助言～
・各学校からの安全管理マニュアル等に関する助言・指導等の依頼に対する対応を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・私立学校における安全管理マニュアルの策定に関して情報提供等を行いました。　【県：法務私学課】
・児童養護施設及び児童福祉施設等への実地指導等の際に、児童に危険が及ぶ可能性のある点については、マニュアルの策定等、事故防止のための対策を講じ
るよう助言しました。　【県：こども家庭課】【県：障害福祉課】
・公立学校に対し、「学校安全計画」及び「危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）」の提出を求め、指導及び助言を行いました。　【県教委：保健体育課】

～職員に対する各種研修の実施～
・私立学校に対して、児童等の安全確保のための研修について、情報提供等を行いました。　【県：法務私学課】
・学校等における「児童虐待防止研修会」を実施しました。　【県：こども家庭課】
・「学校安全教育指導者講習会」を実施し、学校安全総合支援事業「成果報告会」を実施しました。　【県教委：保健体育課】
・各学校において、「児童生徒の安全に関する職員研修」を実施するよう指導しました。　【県教委：保健体育課】

～不審者対応訓練の実施～
・小中学校等を対象とした不審者対応訓練及び防犯講話を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・県警が委嘱した防犯アドバイザーによる不審者対応訓練を実施しました。　【県警：生活安全企画課】
・公立学校に対して、年1回以上防犯教室を実施するよう指導しました。　【県教委：保健体育課】
・学校安全教育指導者研修会において、さすまた等を活用した防犯実習を実施しました。　【県教委：保健体育課】
・「危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）」にそった対応ができるように指導しました。　【県教委：保健体育課】

学校等における児童等の安
全確保のための指針の策定

～学校等における児童等の安全確保のための指針の策定及び周知～
・防犯講話等による周知及び関係機関団体への情報提供を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・「防犯あんしん条例チラシ」を、各種イベントで配布し、周知しました。　【県：くらしの安全安心課】
・私立学校に対して安全安心確保に関する情報提供等を行いました。　【県：法務私学課】
・児童養護施設等に対して必要な情報提供及び助言を行いました。　【県：こども家庭課】
・策定した指針の内容を、学校安全教育指導者講習会等において周知しました。　【県教委：保健体育課】

～通学路等における児童等の見守り活動の推進～
・あんあんメール等により、不審者情報及び防犯パトロールに有益な情報の提供を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・通学路等のパトロールや立番警戒等を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・防犯ボランティア、協力機関、企業等に対し、「ながら見守り」活動の推進を図りました。　【県警：生活安全企画課】
・私立学校に対して通学路等における生徒等の見守り活動の促進に関して情報提供等を行いました。　【県：法務私学課】
・県警と連携して、県内5地区で「学校安全ボランティア養成講習会」を実施しました。　【県教委：保健体育課】

～通学路等における環境整備の推進～
・関係機関団体等と連携した通学路の点検等を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・「登下校防犯プラン」を受けて、関係機関等と緊急合同点検を実施しました。　【県警：生活安全企画課】
・自治体と連携して、公園等の環境整備を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・私立学校に対して、通学路の安全確保に関する取組に係る費用に関して助成を行いました。　【県：法務私学課】
・児童養護施設等に対して、通学路の環境整備の促進に関して必要な情報提供及び助言を行いました。　【県：こども家庭課】
・関係機関と連携しながら、関係市への情報提供等を行いました。　【県：都市計画課】
・通学路の交通安全プログラムに基づき、道路管理者として通学路の合同点検に参加し、通学路の環境整備の改善に努めました。　【県：道路課】
・各市町教育委員会に、通学路における合同点検対策必要箇所の提出を求めました。　【県教委：保健体育課】

２
通学路等における安全確

保

通学路等における児童等の
安全確保のための指針の策

定

・「防犯あんしん条例のチラシ」などを配布し、指針等を周知しました。　【県警：生活安全企画課】【県：くらしの安全安心課】
・県・県警ホームページにおいて、防犯あんしん計画・指針を公表しました。　【県警：生活安全企画課】【県：くらしの安全安心課】
・私立学校に対して、安全安心確保に関する情報提供等を行いました。　【県：法務私学課】
・児童養護施設等に対して、必要な情報提供及び助言を行いました。　【県：こども家庭課】
・関係機関と連携しながら、通学環境の改善に努めました。　【県：都市計画課】
・各市町の道路管理者へ、交通安全プログラムに基づく通学路の合同点検の継続的な取組依頼を行いました。　【県：道路課】
・各市町及び土木事務所へ、防犯の観点による通学路合同点検への積極的な参加依頼を行いました。　【県：道路課】
・指針の内容を、学校安全教育指導者講習会等において周知しました。　【県教委：保健体育課】

Ⅱ
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１
学校等における安全確保

学校等における児童等の安
全確保のための情報提供及

び助言等の実施

２
通学路等における安全確

保
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平成30年度

取組内容
項目

児童等が犯罪の被害にあわ
ないための教育の充実

・小学校等対象の防犯講話、不審者侵入訓練を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・県警が委嘱した防犯アドバイザーによる不審者侵入訓練を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・保健体育課と連携して、「学校安全ボランティア研修会」を開催しました。　【県警：生活安全企画課】
・私立学校に対して生徒が被害にあわないための情報提供等を行いました。　【県：法務私学課】
・公立学校において、年1回以上の防犯教室を実施するよう指導しました。　【県教委：保健体育課】

児童等が犯罪を起こさないた
めの教育の実施

・少年サポートセンター等において、非行防止教室及び薬物乱用防止教室を実施しました。　【県警：人身安全・少年課】
・子ども・若者育成支援県民大会を開催し、講演を行いました。（佐賀県青少年育成県民会議実施）　【県：こども未来課】
・児童生徒の非行及び犯罪被害等の未然防止を図ることを目的とし、「佐賀県児童生徒非行及び犯罪被害等防止連絡会」を開催しました。　【県教委：学校教育課】

１
犯罪の防止に配慮した公

共空間等の整備

犯罪の防止に配慮した公共
空間等の構造設備

・防犯講話等において指針を周知し、関係機関・団体に対して情報提供を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・施設整備の相談の際には、建物所有者に本計画の内容の紹介に努めました。　【県：建築住宅課】
・交通安全総点検の実施を依頼し、及び各土木事務所職員への参加依頼を行い、アドバイザーとして参加しました。　【県：道路課】
・防犯灯LED化に向けた取組について市町の相談に応じました。　【県：道路課】
・地元の要望等も踏まえ、防犯に配慮しながら整備を行いました。　【県：都市計画課】【県：道路課】

～サイバー犯罪被害防止教室の開催等～
・県内の児童や生徒を対象とした情報モラル講話や、高齢者向けのモラル・セキュリティ講座を実施しました。　【県警：サイバー犯罪対策課】
・サイバー防犯ボランティアのうち１７名を「特定サイバー防犯ボランティア」に委嘱し、情報モラル・セキュリティに関する広報啓発活動を推進しました。　【県警：サイ
バー犯罪対策課】
・プロレスラー「将火怒」氏を一日サイバー課長に委嘱し、ネットいじめ防止に関する啓発活動を行いました。　【県警：サイバー犯罪対策課】
・県内小中学校、公民館等に講師を派遣し、生徒や教師、保護者に対する情報モラル・セキュリティ普及啓発を行う出前講座である「ひまわり講座」を実施していま
す。（佐賀県青少年育成県民会議実施）　【県：こども未来課】
・情報モラルに関する指導を行うことができるようになるために、各学校の教員等を対象に、「ネット社会の歩き方」情報モラルセミナーを開催しました。　【県教委：学
校教育課】
・学校教育課、情報課及びサイバー犯罪対策課の三者共催で、教職員、保護者等を対象とし、ネット利用のモラル・マナー啓発、メディアリテラシー教育（情報評価・
識別能力）の普及啓発を目的に、「情報セキュリティ・モラルシンポジウム」を実施しました。　【県警：サイバー犯罪対策課】【県教委：学校教育課】

～サイバー犯罪被害防止対策の推進～
・県警ＨＰやツイッターのほか、関係団体の機関誌やＨＰ等の広報媒体を活用して、広く情報発信を行いました。　【県警：サイバー犯罪対策課】
・地域情報化推進団体の活動を支援するとともに、関係団体とＩＣＴ初心者向けの講習会やＩＣＴ機器・インターネットの安全な使い方を啓発するポスターコンクール等
を共催する等、情報リテラシーの向上のための基盤づくりや情報セキュリティ・モラルに対する普及啓発を図りました。　【県：情報課】
・日常的にスマートフォンなどのICT機器を使用している県民を対象に、専門の講師による情報セキュリティやモラルに関する学びの場を提供しました。（主婦、学生、
社会人などを対象とした講座、シニア層を対象に含めた情報セキュリティ講座の開催、「ネットトラブル相談窓口」の設置運営、情報モラル印刷物の作成・配布等）
【県：情報課】
・県内企業のサイバーセキュリティ対策について共同対処協定を締結している県・警察・中小企業支援機関と「サイバーセキュリティ対策セミナー」を共同開催しまし
た。【県：情報課】【県警：サイバー犯罪対策課】
・県内児童生徒がインターネットに関連する被害防止のため、学校ネットパトロールを実施しました。【県：こども未来課】
・学校教育課、情報課及びサイバー犯罪対策課の三者共催で、教職員、保護者等を対象とし、ネット利用のモラル・マナー啓発、メディアリテラシー教育（情報評価・
識別能力）の普及啓発を目的に、「情報セキュリティ・モラルシンポジウム」を実施しました。【県警：サイバー犯罪対策課】【県：情報課】

・自治体、他機関・団体等が防犯カメラを設置する際の助言・指導等を行い、防犯カメラ設置について働きかけを行いました。　【県警：生活安全企画課】
・関係課と連携して、「施設等の防犯対策の推進について」関係施設に依頼文を発出し、防犯カメラの設置促進を図りました。　【県警：生活安全企画課】
・「防犯あんしん条例チラシ」（指針掲載）を、各種イベントで配布し、周知しました。　【県：くらしの安全安心課】
・森林公園に、防犯カメラを５台設置しました。　【県：都市計画課】
・施設整備の相談の際には、建物所有者に本計画及び指針の内容の紹介に努めました。　【県：建築住宅課】
・防犯カメラに関して占用協議を受け、指針に基づき許可を行う体制を整えました。　【県：道路課】
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・各警察署で指定した「施錠重点対象駐輪場」において、施錠促進のための広報活動等を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・学生や防犯ボランティアと連携した清掃活動等による環境の整備を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・各種広報活動等において、自転車盗難防止のための情報提供等を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・学校関係機関に対して、無施錠率、時間帯別、場所別等の実態に関する情報提供を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・関係課と連携した自転車盗難防止対策「自転車盗られんばい！高校生鍵かけグランプリ」を開催しました。　【県警：生活安全企画課】

２
インターネットの安全な利

用

県民等に対するサイバー犯
罪の被害防止に関する情報

提供及び助言等の実施

３
防犯カメラの適正な運用

４
自転車盗難防止のための施錠等の促進
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学
校
等
に
お
け
る
児
童

等
の
安
全
確
保
等

３
規範意識の向上と安全に

関する教育の充実
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取組内容
項目

Ⅳ
事
業
活
動

に
お
け
る
防

犯
へ
の
配
慮

等
・事業施設の管理者等に対して、防犯に配慮した店づくりのための防犯情報の提供及び助言等を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・大規模小売店舗立地法に基づく新設の届出を受理する前に、設置者とともに防犯に関する事前協議として、適切な照明設備や防犯カメラの設置等に関する協議
を行いました。　【県警：生活安全企画課】【県：経営支援課】

Ⅳ
事
業
活
動

に
お
け
る
防

犯
へ
の
配
慮

等

・各事業者の責任者に対して、防犯情報の提供や助言・指導等を行いました。　【県警：生活安全企画課】
・大規模小売店舗立地法の届出前事前協議において、防犯責任者の設置に関する協議を行いました。　【県警：生活安全企画課】【県：経営支援課】
・県内のコンビニエンスストア経営者等を対象とした「防犯責任者養成研修会」を開催しました。　【県警：生活安全企画課】【県：くらしの安全安心課】

Ⅴ
安
全
・
安

心
に
関
す
る

通
報
そ
の
他

の
措
置

・各種活動における事件・事故の１１０番通報依頼及び警察相談等の教示を行いました。　【県警：生活安全企画課他】

・特定非営利活動法人被害者支援ネットワーク佐賀VOISS（以下「VOISS」という。）に対し、被害者支援事業を委託しました。　【県警：広報県民課】
・警察職員に対してVOISSの活動状況、財政状況の説明及び支援依頼を実施し、各所属から募った賛助金等をVOISSに交付しました。（年度内）　【県警：広報県民
課】
・VOISSの「被害者支援サポーター養成講座」において、講義を行いました。　【県警：広報県民課】
・VOISSが運営する「被害者支援サポーター養成講座」を県委託で実施しました。　【県：くらしの安全安心課】
・活動支援として、庁内でホンデリングを実施しました。　【県：くらしの安全安心課】

～犯罪被害者支援に係る広報啓発活動の推進～
・県内の中学校・高等学校において、「命の大切さを学ぶ教室」（犯罪被害者遺族講演又は犯罪被害者支援室による講演）を開催し、犯罪被害者等への理解や支援
の必要性・重要性等に対する意識の醸成を図りました。　【県警：広報県民課】
・「大学生等を対象とした犯罪被害者等支援出前講座」を佐賀女子短期大学及び佐賀大学において実施しました。　【県：くらしの安全安心課】
・ＶOＩＳＳとともに、「犯罪被害者支援フォーラム2018」を開催し、「命の大切さを学ぶ」作文コンクールの表彰式、犯罪被害者遺族講演等を行いました。　【県警：広報
県民課】【県：くらしの安全安心課】
・バルーンフェスタ会場や大型商業施設での広報キャンペーンを実施し、テレビ、ツイッター、ホームページ等を活用した広報啓発活動を行いました。　【県警：広報県
民課】【県：くらしの安全安心課】
・社会全体で犯罪被害者等を支える意識を涵養することを目的として、犯罪被害者支援広報啓発DVDを作成しました。【県警：広報県民課】
・ＤＶ防止、被害者支援等の啓発のために、民間団体と共にアバンセ等でパネル展を実施しました。　【県：男女参画・女性の活躍推進課】
・ＤＶ等、女性に対する暴力の根絶へ向けて、県民を対象とした講演会を開催しました。　【県：男女参画・女性の活躍推進課】
・性暴力被害者に対する支援策や相談窓口について、アバンセのホームページで案内するとともに、広報のためのパンフレット等を、各学校等に配布し、公共機関
でも配架しました。　【県：男女参画・女性の活躍推進課】
・犯罪被害者週間広報ポスターを各学校等に送付するなど、犯罪被害者支援に関する広報啓発に努めました。【県教委：学校教育課】

～犯罪被害者支援ネットワークの充実強化と個別事案への対応～
・犯罪被害者等に対する支援のための連絡協議会（ＶＳ協議会）を開催し、犯罪被害者遺族講演において犯罪被害者等への理解増進を図るとともに、関係機関等
が連携した被害者支援の必要性について認識を共有するなど、ネットワークの強化を図りました。　【県警：広報県民課】
・「カウンセリング等研究会」を開催しました。【県警：広報県民課】
・個別事案における市町等との相互連携を行いました。　【県警：広報県民課】
・各機関と連携した支援を実現するため、「犯罪被害者等支援コーディネーター」を課内に配置しました。　【県：くらしの安全安心課】
・被害者が弁護士に相談する際の費用について、相談者一人につき2回まで負担する無料法律相談制度を制定しました。　【県：くらしの安全安心課】
・市町職員等が犯罪被害者等支援の知識やスキルを習得するための養成講座を実施しました。　【県：くらしの安全安心課】
・市町担当者会議を開催し、被害者支援に関する取組について説明を行いました。　【県：くらしの安全安心課】
・児童相談所を中心に虐待被害の児童の保護及び望まない妊娠について相談する窓口の設定しています。　【県：こども家庭課】
・相談者の状況に応じて、関係機関と連携して支援体制を構築に努めました。　【県：障害福祉課】
・国民健康保険や後期高齢者医療制度において、犯罪被害者等への対応などの通知があった場合は、犯罪被害者等支援を行う機関・団体等へ情報提供を行う体
制を取っています。　【県：国民健康保険課】
・県営住宅入居者の選考の際には、犯罪被害者等に対する優先入居を実施しています。　【県：建築住宅課】
・事案が発生した際には、被害者等の要望や心情への配慮はもとより、必要に応じて関係機関と連携した対応を行っています。　【県教委：学校教育課】
・「個別労働紛争解決制度関係機関連絡協議会」の各労働相談機関と、犯罪被害者等と事業主との間で生じた労働問題についての情報共有を行っています。
【県：産業人材課】【県：労働委員会事務局】

関係機関への通報その他適切な措置

１
犯罪被害者等の援助を行う民間団体への活動支援

 
Ⅵ
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罪
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害
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に
対
す
る
支
援

２
犯罪被害者等の支援ネットワークの充実等

１
犯罪の防止に配慮した事業施設の整備等

２
防犯責任者の設置等
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